
電離平衡演習プリント（ ｐＫａ の値から分かる情報）    Ｎｏ．３ 

＜ポイント４＞  ｐＨ＝－log10［Ｈ＋］と同様に 酸解離定数 ｐＫａ＝－log10 Ｋａ を定義する 

 （例）酢酸 Ｋａ＝ ２．８×１０－５ ＝                    ∴ ｐＫａ＝ 

   ※ ｐＫａの値の意味・・・  ［ＨＡ］＝［Ａ－］となる ｐＨ の値が ｐＫａ である。 

（例２）さまざまなｐＨに調整した Ｃ ｍｏｌ／L の酢酸水溶液について各設問に答えよ。酸や塩基を加えて 

も体積は変わらないものとし、酢酸の電離定数 Ｋａ＝２．８×１０－５mol／L  ｌｏｇ10 ２．８＝０．４５ とせよ。 

  ＜設問１＞ ［ＣＨ３ＣＯＯＨ］＝［ＣＨ３ＣＯＯ－］となるｐＨを求めよ。 

 

 

 

 

 

  ＜設問２＞ ｐＨ＝４．５５±１のときの［ＣＨ３ＣＯＯＨ］と［ＣＨ３ＣＯＯ－］の比を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜設問３＞  ＣＨ３ＣＯＯＨ の存在比 f ＣＨ３ＣＯＯＨ をＫａと［Ｈ＋］を用いて表せ。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

酢酸にＮａＯＨを加える滴定曲線 
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［３］ｐＫａの活用（３段階電離）０．１mol／Lリン酸水溶液にＮａＯＨを加えてｐＨを変えると、水溶液

中でどのような変化が生じるかを調べたい。リン酸の電離定数を以下に示す。 

Ｈ３ＰＯ４  →←     Ｈ＋ ＋ Ｈ２ＰＯ４
－    Ｋ１＝ ７．６×１０－３  mol／L    ｐＫ１＝２．１ 

Ｈ２ＰＯ４
－

  →←     Ｈ＋ ＋ ＨＰＯ４
２－   Ｋ２＝ ６．２×１０－８  mol／L    ｐＫ２＝７．２ 

ＨＰＯ４
２－

  →←     Ｈ＋ ＋ ＰＯ４
３－    Ｋ３＝ ２．５×１０－１３  mol／L    ｐＫ３＝１２．６ 

＜設問１＞Ｈ３ＰＯ４の存在比 f Ｈ３ＰＯ４ を電離定数Ｋ１～Ｋ３と［Ｈ＋］で表せ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜設問２＞リン酸とＮａＯＨの第 1中和点のｐＨを求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜設問３＞リン酸二水素塩とリン酸水素塩を物質量比１：１で溶かした緩衝溶液のｐＨを求めよ。 
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ｐＨ  Ｈ３ＰＯ４にＮａＯＨを加える滴定曲線 
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